
平成25年度第１四半期主要事業執行状況の確認
・対 象：重点事業２７８事業及び重点事業以外の主要事業８４事業
・点検内容：歳入及び歳出に関する適正な執行

プロジェクト名 事業数
予算額(a)

(百万円)
負担行為(b)

(百万円)
進捗率
(b/a)(％)

進捗状況の内訳（事業数）
0～25% 25～50% 50～75% 75～100%

人口減少・高齢化対策 4 102 10 9.8% 3 0 0 1

復
興
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

①環境回復 22 285,166 61,686 21.6% 13 4 2 3
②生活再建支援 26 119,902 7,241 6.0% 13 4 2 7
③県民の心身の健康を守る 30 21,678 7,826 36.1% 15 4 2 9
④未来を担う子ども・若者育成 55 29,596 2,469 8.3% 38 3 4 10
⑤農林水産業再生 49 70,029 16,135 23.0% 26 9 5 9
⑥中小企業等復興 23 197,112 138,778 70.4% 12 2 1 8
⑦再生可能エネルギー推進 9 9,851 1,765 17.9% 6 2 0 1
⑧医療関連産業集積 3 6,439 5,626 87.4% 0 0 1 2
⑨ふくしま・きずなづくり 21 1,047 550 52.5% 10 2 1 8
⑩ふくしまの観光交流 12 1,292 516 39.9% 5 2 2 3
⑪津波被災地等復興まちづくり 13 69,410 12,402 17.9% 10 3 0 0
⑫県土軸連携・交流ﾈｯﾄﾜｰｸ基盤強化 13 41,727 4,606 11.0% 10 2 0 1

重点事業計 280 853,353 259,612 30.4% 161 37 20 62
重点事業以外の主要事業 113 244,229 131,608 53.9% 70 7 8 28

合 計 393 1,097,582 391,220 35.6% 231 44 28 90

※１つの事業を複数に分けて計上している例があるため、事業数は延べ数
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主 な 課 題 対 応 方 針 等

➀国からの内示、交付決定等が未了

（例）国の交付決定の遅れによるもの等

➁国との協議等が未了

（例）国と事業内容について調整中であるもの等

➂他部局との連携を要する事業の増大

（例）国立公園施設整備事業等

➃入札の不調による影響

（例）災害復旧事業等

➄資材不足等による影響

（例）農地等災害復旧事業等

➀決定状況を適切に把握し迅速に対応

➁国との協議の迅速化の推進・要請

➂他部局との相互の情報交換推進

➃入札不調対策を講じ迅速に対応

➄不足土に関する連絡協議会等の活用等

《３ 財務事務の適正化（第１四半期の執行状況確認・自己点検結果）》

※ 調査結果概要

《平成25年度業務の適正な執行に向けた取組状況》

≪取組の背景≫

平成24年度の不適切な事務処理事案の発生を踏まえ、復興の円滑な推進

の観点から点検を行うもの。

≪基本姿勢≫

①事務決裁規程、財務規則等の各種法令や要綱・マニュアル等に則った

確実・迅速な業務執行に努めること

⇒ 『１ コンプライアンスの徹底』

②所属内及び執行機関相互のチェック機能の確保に努めること

⇒ 『２ チェック機能の確保等』

③予算の適切な執行管理始め財務事務の適正化に努めること

⇒ 『３ 財務事務の適正化』

《１ コンプライアンスの徹底の取組状況（自己点検結果：8月実施）》

《各部局の取組の現状》

コンプライアンス委員会（研修会）の開催

・問題事案の情報共有、職員の意識醸成、リスク管理意識の高揚

チェックシートの活用

・コンプライアンスに関する再認識

職員面談の実施

・コンプライアンスの周知徹底、職員一人一人への意識付け

《各部局の取組の現状》

業務のチェック体制の確保

・副担当の役割明確化など、複数チェック体制

（具体内容）副担当による一次チェック徹底、管理監督職員による複数チェック

進捗状況の管理及び共有

・年間スケジュール等の作成とミーティング（業務打ち合わせ）の開催

（具体内容）業務の進捗状況確認及び情報共有

文書等の適正な管理

・文書発送時のチェック……複数職員による複数にわたる宛先、内容確認

・ＦＡＸ送信時のチェック…複数職員による番号確認

・メール送信時のチェック…CC、BCCの使い分け、送信先・添付ファイルの確認

《２ チェック機能の確保の取組状況（自己点検結果：8月実施）》

①会計事務必携の全面改訂（H25.9）
②研修会の開催
・新任者研修 ・会計事務職員研修 ・管理職研修会（方部別に13回実施済）
③財務会計システムの改修
支出漏れを防止するための新たな機能の追加

※ 会計事務の適正化に向けた取組
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